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研究背景・目的

あああ

実験概要 結果と考察

液体バイオマスのための小型メタン発酵装置の開発
研究期間：2015～2023

課題

少量の畜産・食品バイオマスに適し
たバイオガス化装置がない。

バイオガス化装置の初期費用・維持
費用が高価

写真 バイオガスユニット

研究目的：
少量バイオマスに見合った
小型で経済的なバイオガス
装置「バイオガスユニット」
の開発

容積を小型化，
機能を厳選し，
経済的な装置を試作

発酵槽有効容積：約7.6 m3

設置場所：地下
加温方法：バイオマス

ボイラーによる
温水循環

攪拌方法：モーター攪拌

脱硫装置

温水

タンク

バイオマス

ボイラー
地上

地中

ガスバッグ

投入原料
・乳牛糞尿
・食品残渣

• 伐採材
• 廃油

脱水装置

消化液 原料

攪拌羽根

2台のバイオガスユニットを神戸近郊酪農場
（弓削牧場）に設置し，長期実証実験を実施

バイオガス
ユニット

Karin et al.1) 小川ら2)

発酵槽温度(℃) 32.8-42.3 37-38 37

HRT(日) 30 32-38 33

発酵槽容積(m3) 7.6 261-1206 2100

総有機物負荷
(kg VS/m3/day)

0.40-1.25 1.9-2.3 2.2

容積当りの
バイオガス生成

速度(m3/m3/day)

0.07-0.39 0.55-0.62 0.91

バイオガス収率

(m3/kg VS/day)

0.26 (全期間)

0.41 (改良後) 0.25-0.32 0.41

発酵残渣
（有機肥料）

バイオガス
メタン+CO2

メタン生成菌畜産・食品廃棄物
（バイオマス）

メタン発酵 (バイオガス化)

メタン発酵（バイオガス化）：
・有機系廃棄物から再生可能エネルギー
に変換が可能なプロセス

・循環経済（サーキュラーエコノミー）
において根幹を成す技術

バイオガス化の現状：

家畜糞尿や下水汚泥等のバイ
オマスはプラントタイプの大
型施設でバイオガスに変換

バイオガスはコージェネレー
ションシステムで発電

図 バイオガスユニット概要

表 バイオガスユニットの性能評価

フルスケールプラントと比較すると，
・容積あたりのガス生成速度は比較対象より低い
・投入固形物あたりのバイオガス収率は同水準

生成したバイオガ
スは熱エネルギー
に変換し，搾乳ロ
ボット等で利用

[再エネの地産地消]

発酵残渣である
消化液は，敷地
内圃場で野菜や
ハーブ類の栽培
に利用。近隣の
酒米・軟弱野菜
生産者等に供給

総括：
バイオガスユニットは，再生可能エネルギーの
地産地消と，バイオマスの循環利用を実現し，
都市型酪農の持続可能性の向上に寄与

液体バイオマス
専用装置として設計
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